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2018/10　①6.50％　②7.54％　③7.85％

（月末値）
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グラフで見るインド経済 2018 年 11 月号（Ｎｏ．１０７） 

インド景気は回復の勢いがやや弱まっている。内需をみると、９月の新車販売台数は前年比-５．６％（前月は

同-２．５％）と３か月連続で前年水準割れとなった。外需に関しても、９月の輸出が同-２．１％と２０１８年３月以

来の減少に転じた。こうした中、９月のコア産業生産指数は前年比+４．３％（前月は同+４．７％）と３か月連続で

増勢を弱めている。もっとも、１０月の製造業ＰＭＩ（中立水準は５０）は５３．１（前月は５２．２）と、「生産」や「新規

受注」の堅調な増加により、４か月ぶりの高水準となった。製造業の景況感は２か月連続で改善している。 

【今月のトピック：ノンバンクの経営危機に政府が介入】 ８月以降、大手ノンバンクのＩＬ＆ＦＳ(インフラストラクチャー・リー

シング・アンド・ファイナンシャル・サービシズ)が発行したＣＰや社債が相次いでデフォルトした。同社は短期のＣＰなどで

集めた資金を長期のインフラプロジェクトに融資していたが、放漫経営により経営危機に至った。インド政府は信用不安

の発生を防止するため、１０月１日に同社に対し経営陣の総入れ替えに着手するなど、経営介入に乗り出した。ノンバン

クに加え、銀行も不良債権問題に苦慮しており、金融機関の経営健全化がインド政府の喫緊の課題となっている。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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グラフで見るインド経済 2018 年 11 月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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